
























1 ．破毀院商事部2009年 2 月 9 日判決





































































イツ民法第675条から第676条 c まで，オランダ民法第 6 編第114条，ユニドロ
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あるとするのが判例（最判平成 8 年 4 月26日民集50巻 5 号1267頁，最判平成12
年 3 月 9 日金判1091号12頁）および通説である」［民法（債権法）改正検討委
員会 2010，225頁（注11）］として，前掲【 3 . 2 .11.17】〈 1 〉および〈 2 〉は，
この立場に従って，受取人の口座への入金記帳によって金銭債務の弁済の効果
が生じるという条文を提案しているのである。







































































































































































（ 6 ）（ 4 ）に規定する払込みによる弁済は，払い込んだ金銭の額につい
て，債権者がその預金又は貯金に係る債権の債務者に対して払戻しを請求
する権利を取得した時に，その効力を生ずる。〔「民法（債権関係）の改正




































文言からは，前述の「要綱仮案の第二次案」 6 （ 4 ）において「金銭の給付を
目的とする債務については…払込みによって，その弁済をすることができる」




































1 ．破毀院商事部2009年 2 月 9 日判決
Ａ．事実の概要




　共同原告である Van der Ouderaa は，その父 Pierre Van der Ouderaa が共同被
告である Touraille 夫婦に対して有していた，1994年 4 月29日に締結された不
動産売買契約（以下，「本件売買契約」という。）上の権利を相続した。そし











指図は，lʼONAC によって，2000年 7 月12日になされ，2000年 7 月17日に，そ
の口座の借方から引き落とされた。しかし，異なる銀行において開かれていた
この執行官の口座に貸方記帳されたのは，2000年 7 月19日になってからであっ








とを確認して，当該不動産は，共同原告 Van der Ouderaa に返還されるべきで


























7 日）に先立って買主の振込指図（同月 5 日）が出されていたとしても，売主
の口座に対する記帳（同月11日）がその後である場合に，振込みは，受取人の
銀行によって記帳されたことによって有効に履行された時に弁済になるものと









　その事案は，2004年 7 月 2 日に倒産した相互信用金庫（la Caisse de Crédit 
mutual）が同金庫に当座預金を有していた「女性の権利に関する情報の中央団















（SIT）に 7 月 1 日16時12分に届け
られ，前記相互信用金庫におい
て，その倒産と同日（ 2 日）に処








M 1 通知を受領した旨の通知を仕向銀行の計算機（station）に送り（M 2 通
知），③ M 2 通知を受けた仕向銀行は，会計センター（centre comptable）に会
計概要通知（un message de résumé comptable）を送る（M 3 通知）。そして，当
該日の13 時30分までに集計された③ M 3 通知は，SIT を管理する GSIT 
（Groupement pour un Système Interbancaire de Télécompensation）によって，14時
30分には差引計算され，その結果は，中央決済システム（Transfert Banque de 
France, TBF）によって，14時45分に精算される（以上の関係について，図 1
を参照）。本判決の事例では，この③ M 3 通知の集計時間を過ぎているため






図 1 　SIT の組織図（［BARDINET2002,p.62］
の図を参考に筆者作成）
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に，弁済が真に行なわれる瞬間は受取人の口座に対する入金記帳であるという
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は，その預金になるのは（le compte est credité），相当する記帳がその〔受
取人の〕口座になされた日ではなく，銀行が資金を受け取ることによって
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